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   Urethritis in males and cervicitis in females, which were sexually transmitted diseases, 
were treated with NY-198, a new quinolone antibiotic, and its efficacy was studied. 
   Seventeen male patients with gonorrheal urethritis were administered a single 300 mg dose of 
NY-198. The efficacy rate on the 3rd day after administration was 100%, but it was 85.7% on the 
7th day due to recurrence in 1 patients. The results of treatment of non-gonorrheal infections 
were as follow. In this treatment, NY-198 was administered in a daily dose of 600 mg in 3 divided 
doses for 14 consecutive days. In the treatment of chlamydial urethritis of males, the efficacy rate 
in 26 patients was 84.6% on the 7th day and 84.0% on the 14th day in 25 patients. In the 
treatment of chlamydial cervicitis, the efficacy rate was 100% on both the 7th (3/3) and 14th (6/6) 
days. In the treatment of non-gonorrheal and non-chlamydial cervicitis, the efficacy rate was 100% 
on the 7th day (1/1) and 50% (1/2) on 14th day. The efficacy rate in all 40 males with non-go-
norrheal urethritis was 85.0% on the 7th day and 88.9% for 36 patients on the 14th day, while that 
in all 4 females with cervicitis was 100% on the 7th day and 87.5% on the 14th day. No side 
effects were seen in any of the patients. Overall, NY-198 had an efficacy rate of 80% in the 
treatment of chlamydial infections. NY-198 was found to be a useful drug which is efficacious in 
the treatment of all STD-related microbes such as gonococci and chlamydia.
(Acta Urol. Jpn. 36: 979-987, 1990)
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緒 言
C.trachomatisによる 尿 路感 染 症 は 近 年 か な りな
流 行 を 見せ 医学 界 に おい て 注 目を あ び つつ あ る.一 般
にC.trachomatisは臨 床 症 状 が 軽 微 な た め,無 自
覚 の うち に性 的partnerに感 染 してい る 可能 性 が 高
い,そ の ため,ひ そか に 潜 行す る軽 症 淋菌 感 染 症 な ど
とい う表 現で,ス ウ ェー デ ンな どで は一 般 の 人hへ の
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啓 蒙 教 育 を行 い,そ の流 行 を予 防 す べ く警 鐘 が 叩か れ
てい る.
本 邦 に お いて も最 近 の 諸 施設 での 研究 成 績 か らす る
と,か な りの流 行 が あ る と考 え られ て い る.す なわ ち,
一 般 家庭 婦人 の 妊 娠例 か らの クラ ミジア分 離 率 がほ ぼ
数%前 後 で あ り,か つそ れ らの症 例 が無 自覚感 染 で あ
る とい うこ とか ら して も,そ の 流 行 が理 解 で き る と こ
ろ で あ る.そ のC.trachomatisに対 す る治 療 薬 と
し て は 現 在doxycycline,minocyclineなど の
tetracycline系薬 剤 が主 と して 用 い られ て い る.し か
し,C・trachomatis感染 症 は 同時 に 同 じSTDで あ
る淋 菌 との混 合 感染 例 も少 な くな く,淋 菌 お よび ク ラ
ミジ アの両 老 に有 効 な 薬 剤 が 望 ま れ てい る,と ころ
が,最 近 の 淋 菌 臨 床 分 離 株 はdoxycycline耐性 や
minocycline耐性 の ものが か な り高 頻 度 に 検 出 され
る よ うに な って お り,そ れ らの 淋菌 感 染症 に対 す る 治
療 効 果 は あ ま り期 待 で き な い の が 現状 で あ る.現 在
newmacrolide系薬 剤 やnewquinolone系薬 剤に
お い て可 能 性 の あ る もの の 治療 検討 が 行 わ れつ つ あ
る,
今 回北 陸 製 薬 よ り開発 され たnewquinolone剤,
NY-198(Lomefloxacin)(構造 式 をFig.1に 示 す)
で あ るが,淋 菌 に対 す るMIGは わ れ わ れ の 検 討i>
で は0.Ol25～0.2ug/mlであ り,β一lactamase産生
能 の有 無 に かか わ らずか な り低 い 値 とな って い る,そ
の 抗菌 力 を 反 映 して 本 薬 剤 に よる400mgoneshot
療 法 に お け る 淋菌 感 染症 の 治療 成 績 は菌 消 失 率100%
とい う良 好 な成 績 を得 て い る.同 時 に 本 薬 剤のC.
trachomatisに対 す るMlcは1.56deg/mlであ り,
あ る程 度 のC・trachomatis感染症 に対 す る臨 床 効
果 も期 待 で き る と ころで あ る.
そ こで,NY-198を用 い てC・trachomatis感染 症
に対 す る 治験 を 行 い,主 要STDで あ る 淋 菌 お よび
C.trachomatis両感 染症 に 対 す る本 剤 の有 効 性 に つ
いて 検 討 を行 った の で報告 す る.























例,女子クラミジア性子宮頸管炎6例,非 淋菌 ・非 ク
ラミジア性尿道炎16例,非淋菌 ・非 クラミジア性子宮
頸管炎2例 であった.








mgの1回 投与を行い,そ の治療効果を投与3日 後お
よび7日後に評価 した,淋菌分離症例のうち初診日ま





に対 しては1日600mg3分 服を2週 間投与 し,投
与7日 目および14日目に治療効果を判定した.
なお,それぞれの判定 日は,そ の前後に受診 した症
例における治療効果を含むものであり,3日 目とは2



















熊本,ほ か=非 淋菌 性 感 染 症 。NY-198
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クラ ミシア性子宮 頚蕾炎 非淋薗 ・非クラ ミシア性子宮頚管炎
桑 効 評 価
(細菌学的評価)
臨床効果判定





































































































































































































































1.疫 学 的 検 討(Table2)
症例 の 背 景 因子 を ま とめ る とTable2の ご と くで
あ る.
年 齢分 布 は20歳代 が50%を占め,3.8%が10歳 代 で
あ った.
感 染 源 につ い て み る と男 性例 では 特殊 浴場 な どの歓
楽 街 の 女性 の 占め る割 合 が 淋菌 性 尿道 炎 で54.6%であ
った が,ク ラ ミジア性 尿 道炎 では32.6%,非淋菌 ・非
クラ ミジ ア性 尿 道 炎 では16.8%と低 率 とな って いた.
臨床 症 状 の軽 い もの程,歓 楽 街 以外 の 一般 の人hか ら
の 感染 率 が 高 くな って い る こ とは注 目され る.ま た,
女 性例 では ほ とん どが 友 人で あ った.
潜 伏期 間 は不 明例 を 除 くと1週 間 以 内が34.6%,8

















































































Fig・2.臨 床 分 離 菌 株 の 感 受 性 分 布N.gonorrhoeae96strains(106cfu/ml)















よびOFLX)と ほぼ 同 じMIC分 布 を示 して い る.
また,AMPCやDOXYの 様 にPPNGのMIC
が 高値 とな る よ うな傾 向 は認 め られ な か った.
BC.trachomatis(Table3)
わ れ われ の 臨床 分 離 株4株 お よび 標 準株1株 に つ い
て 同様 にMICを 測 定 した と ころTable3の ご と く
で ある.
C.t「achomatisに対 す るMICはminocycline
よ りは5管 ほ ど高い が,臨 床 的 にC.trachomatis
に 有効 と され て い る同 じnewquinolone剤であ る
ofloxacinと比 較 す る とほぼi管 程 度 高 値 で あ る こ と
が示 され て い る.こ の こ とか ら,あ る程 度 の 本 剤 に よ
る 臨床 効 果 が期 待 され る とこ ろで あ る.
3.主 治 医判 定 に よる 臨床 効 果(Fig.3,4)
Fig・3で示 す よ うに,男 子 に お け る 臨床 効 果 は 淋
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Fig.5,統一 効果 判 定








7日 後14艮 後7日 後14日 後

















































































































欠落8}:7日後判定が同一条件のA及 びB群 の14日後判定の+:一 比に準じて
C群症例の十:一比 を比例配分 した.
欠落":7日後判定が同一条件のD及 びE群 の14日後判定の+一 比に準じて
C群症例の+:一 比を比例配分 した、
欠落11:14日後判定が同一条件のA及 びD群 の7日後判定の+;一 比に準じて
C群症例の十:一比を比例配分 した.
欠落4):14日後判定が同一条件のB及びE群 の7日後判定の+:一 比に準 じて
C群症例の十:一比を比例配分 した.





































































































































Table5・NY-198の淋 菌に 対 す る消 失 率 男子 尿 道 炎
淋臼性(単 独例) (/)





























Table6.NY-198のC,trachomatisに対 す る消 失 率 男 子 尿道 炎
クラミジア性 (%)









非淋菌・非 クラ ミジア性 ・ (%)




















Table7.NY-198のC.trachomatisに対 す る消 失 率 女 子 子 宮 頸管 炎
クラ ミジア性 (%)









非淋 薗・非 クラミジア性 (/)















































































%の 有 効 率 をみ て い る,
一方 ,女 子に お け る クラ ミジア感 染 で は7,14日 と




















1-1日 目一噂1_Z日 巨→1←3日 目→1←・4日目一P!←5日 自→1中 一6日目→1-7日 ●-lr-8日 目一P1
投 与 後 時 間 〔聖 マ リア ンナ医科 大学 第三 内 科〕
Fig.11.連続 投 与 の血 中濃 度200mg×3回!日,8日 間 投 与
C・trachomatisに対 す る 抗菌 力 に つ い て他 の研 究
者 の報告2)をま とめ て み る とTable8の ご と くに な
る.
NY-198のMICはL56～2.56,ug/mlであ り,
同時 に検 討 され て い るOFLXのo.39～o.64ug/ml
よ りや や高 値 に な って い る.し か しNFLXは10・2
～16・0μg/mlであ りNFLXに 比 べれ ば か な り低 値
で ある こ と が 明 ら か に され て い る.ま た,NY-198
600mg連続 投与 の場 合 の血 中濃 度 推 移 を み る とFig・
11の ごと く報 告2)され て い る最 高血 中 濃 度 は約2.5
μg/mlで,最 低 血 中 濃度 が 約1・oμg/m1であ り,平
均 血 中濃 度 は ほぼL5μg/mlと な って い る.こ の デ
ー タか ら推 察す る と,血 中 濃 度 でのMICを 上 回 る
時 間 が投 与 期 間 中 のほ ぼ半 分 に とど まる ことに な りこ
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